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	１．特別損失の発生及びその内容
	当社が製造・販売するクラウドチケットシステムの一部機能（サービス）に関しまして、今後の見通しを勘案し将来の回収可能性を検討した結果、簿価価格を回収可能額まで減額し、ソフトウェアの減損損失として特別損失に計上いたしました。平成26年２月７日に開示いたしました「投資不動産の減損」などを含め、減損損失として181,731千円を計上いたしました。
	２．平成26年９月期通期業績予想と実績の差異（平成25年10月１日～平成26年９月30日）
	３．差異が生じた理由
	平成26年９月期の業績につきましては、官公庁・自治体、金融・証券及び製造の各業種向け案件などを中心に受注が堅調に推移しましたが、ソフトウェア開発の一部の作業に作業超過が発生したこと、業界全体の技術者不足が続いたことに加え、特別損失の計上として、ソフトウェアの減損及び投資不動産の減損が重なったためであります。
	この結果、売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益が前回の予想を下回りました。

